
医
学
書
の
書
誌
学
的
研
究
は
時
代
を
遡
る
ほ
ど
難
し
い
。
永
観
二
年
（
九

八
四
）
丹
波
康
頓
が
円
融
上
皇
に
献
上
し
た
『
医
心
方
』
三
十
巻
は
階
、
唐

な
ど
の
医
書
百
数
十
種
を
引
用
し
て
編
蟇
し
た
医
学
全
集
で
あ
る
が
、
系
統

的
な
書
誌
学
的
研
究
は
幾
度
か
手
が
つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
医
学
史
的
に
納
得

で
き
る
研
究
成
果
が
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
原
因

は
康
頼
の
献
上
本
が
長
く
宮
中
に
秘
蔵
さ
れ
、
更
に
正
親
町
天
皇
の
代
に
典

薬
頭
で
あ
っ
た
半
井
瑞
策
に
下
賜
さ
れ
、
以
来
代
々
門
外
不
出
の
貴
重
害
と

し
て
護
持
さ
れ
、
徳
川
幕
府
の
権
力
を
も
っ
て
よ
う
や
く
仁
和
寺
本
、
半
井

本
が
秘
庫
か
ら
幕
末
近
く
に
な
っ
て
ど
う
や
ら
陽
の
目
を
見
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
秘
本
性
が
現
代
ま
で
尾
を
引
い
て
い
た
。
従
っ
て
『
医
心
方
』
の

対
比
研
究
資
料
の
収
集
そ
の
も
の
が
容
易
な
も
の
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
よ
う
に
複
写
技
術
が
発
達
し
て
い
て
も
、
五
十
点
以
上
に
の
ぼ
る

貴
重
害
の
各
種
写
本
を
取
り
揃
え
る
こ
と
は
想
像
以
上
に
困
難
な
こ
と
で
あ

》
（
》
Ｏ

半
井
家
本
、
仁
和
寺
本
を
初
め
と
し
、
全
国
的
な
資
料
採
訪
を
精
力
的
に

行
い
、
資
料
の
一
つ
一
つ
を
確
認
考
証
し
た
の
ち
に
ま
と
め
上
げ
た
の
が
本

書
で
あ
る
。
し
か
も
、
多
忙
な
開
業
産
婦
人
科
医
と
し
て
の
日
常
診
療
と
並

立
さ
せ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
努
力
で
あ
り
執

念
で
あ
る
。

ご
ｗ
淺
両
必
紹
介
章
血
委
ｗ
淺
両
坐
誌
泓
受
双
奉
の
坐
幕
“
会

杉
立
義
一
著
一
医
心
方
の
伝
来
』

こ
の
よ
う
な
深
く
一
事
に
傾
倒
し
て
ゆ
く
人
柄
と
積
み
上
げ
ら
れ
た
医
学

・
史
学
の
基
礎
学
力
な
く
し
て
、
ま
た
こ
の
人
な
く
し
て
は
、
こ
の
研
究
は

ま
と
め
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

京
都
と
い
う
『
医
心
方
』
の
ふ
る
里
は
、
王
朝
文
化
研
究
の
学
問
的
環
境

と
そ
の
人
材
に
こ
と
欠
か
ぬ
最
良
の
研
究
の
場
で
あ
り
、
有
形
、
無
形
の
諸

好
条
件
が
こ
の
よ
う
な
膨
大
に
し
て
困
難
な
研
究
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
、
誠
実
な
著
者
の
為
人
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
協
力
者
を
得
る
こ
と
が
出

来
た
。
誠
に
当
然
な
こ
と
と
は
言
え
、
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
書
の
編
述
構
成
は
総
論
的
な
項
目
と
し
て
㈲
「
医
心
方
序
説
」
の
項
で

①
撰
述
の
背
景
と
し
て
の
中
国
医
学
の
受
容
、
平
安
時
代
の
疾
病
へ
医
療
の

状
況
な
ど
に
触
れ
『
医
心
方
』
の
内
容
の
概
説
か
ら
、
現
代
に
至
る
ま
で
の

『
医
心
方
』
へ
の
歴
史
的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
易
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
②
『
医
心
方
』
の
伝
写
と
刊
行
の
項
は
『
医
心
方
」
書
誌
の
概
説
で
あ

る
が
、
調
査
さ
れ
た
五
十
二
点
の
写
本
を
Ａ
群
Ｉ
半
井
家
の
系
統
、
Ｂ
群
Ｉ

仁
和
寺
本
の
系
統
、
Ｃ
群
Ⅱ
延
慶
本
の
系
統
、
Ｄ
群
Ｉ
金
剛
寺
本
、
Ｅ
群
Ｉ

巻
二
・
巻
四
の
系
統
、
Ｆ
群
Ⅱ
多
紀
家
蔵
巻
二
十
二
の
系
統
、
Ｇ
群
Ｉ
そ
の

他
の
零
本
、
Ｈ
群
Ｉ
巻
一
の
諸
薬
和
名
第
一
の
写
本
の
八
群
に
分
類
し
、

『
医
心
方
』
伝
来
考
証
の
研
究
方
法
が
賢
明
で
理
解
し
易
い
提
示
で
あ
る
。

そ
れ
に
「
散
供
し
た
写
本
」
十
四
種
を
明
示
し
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
刊
本

十
八
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
研
究
目
的
に
か
な
っ
て
お
り
、
簡
に
し

て
要
を
得
て
い
る
。

各
論
の
第
一
部
は
『
医
心
方
』
の
書
誌
学
的
な
論
述
で
あ
り
、
㈲
半
井
家

本
、
ｄ
仁
和
寺
本
、
日
成
曽
堂
文
庫
本
、
凹
延
慶
本
と
金
剛
寺
本
、
⑤
紅
葉

山
文
庫
本
（
内
閣
文
庫
本
）
と
多
紀
家
本
（
東
博
本
）
に
つ
い
て
、
詳
細
な
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考
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
巻
一
図
の
書
き
入
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
、
更

に
脚
註
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
う
と
い
う
慎
重
な
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
と
に
成
賛
堂
文
庫
本
の
巻
二
十
二
妊
娠
篇
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
医
療

で
専
門
分
野
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
図
版
と
と
も
に
、
半
井
家
か

ら
流
出
し
た
以
後
の
興
味
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
豊
富
な
資
料
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
、
そ
の
祖
型
を
馬
王
堆
発
掘
医
書
と
主
張
す
る
。

や
半
井
家
本
の
影
写
と
刊
行
の
項
で
は
、
書
陵
部
本
と
安
政
版
の
成
立
に
至

る
ま
で
の
多
紀
氏
と
そ
の
一
門
の
動
向
、
そ
れ
に
楊
守
敬
ら
に
よ
る
『
医
心

方
』
の
中
国
へ
の
紹
介
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
医
心
方
』
の
伝
来
、
こ
と
に
伝
写
に
つ
い
て
の
考
証
は
「
医
心
方
伝
写

の
系
統
図
」
を
提
示
し
て
い
る
。
日
本
医
学
史
上
に
お
け
る
『
医
心
方
』
の

受
容
と
活
性
に
つ
い
て
は
一
期
「
前
医
心
方
』
期
（
四
一
三
’
九
八
三
）
、
二

期
『
医
心
方
』
活
用
期
（
九
八
四
’
一
三
○
二
）
、
三
期
『
医
心
方
』
衰
退

期
（
一
三
○
三
’
一
六
○
二
）
、
四
期
『
医
心
方
』
復
刻
期
（
一
六
○
三
’

一
八
六
七
）
、
五
期
『
医
心
方
』
廃
用
期
（
一
八
六
八
’
一
九
六
四
）
、
六
期

『
医
心
方
』
再
評
価
期
（
一
九
六
五
以
降
）
と
い
う
興
味
あ
る
提
案
が
行
わ

れ
、
理
解
し
易
い
図
表
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

各
論
の
第
二
部
は
『
医
心
方
』
と
関
係
の
深
い
和
気
（
半
井
）
氏
と
そ
の

五
支
家
そ
れ
に
丹
波
氏
お
よ
び
そ
の
一
族
で
あ
る
錦
小
路
家
、
親
康
家
、
施

薬
院
家
に
つ
い
て
、
文
書
資
料
お
よ
び
遺
跡
、
民
俗
調
査
ま
で
を
駆
使
し
、

従
来
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
な
か
っ
た
詳
細
な
記
述
は
今
後
の
研
究
の
足

が
か
り
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

巻
頭
に
は
現
在
は
文
化
庁
所
蔵
の
国
宝
と
な
っ
た
半
井
家
本
を
は
じ
め
、

仁
和
寺
本
、
成
寶
堂
文
庫
本
医
心
方
が
鮮
明
な
カ
ラ
ー
版
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
『
医
心
方
』
関
連
略
年
表
は
本
書
の
通
読
を
よ
り
理
解
し
易

く
し
て
い
る
。
各
章
、
節
に
お
け
る
脚
註
、
参
考
書
の
他
に
、
巻
末
に
「
医

心
方
関
連
書
目
」
と
し
て
追
年
的
に
『
医
心
方
』
に
関
す
る
主
要
論
文
、
著

書
が
整
理
さ
れ
て
あ
る
配
慮
は
、
誠
実
で
謙
虚
か
つ
丁
寧
な
著
者
の
人
柄
が

に
じ
糸
出
て
い
る
思
い
が
す
る
。
精
細
な
索
引
も
研
究
者
に
と
っ
て
有
り
難

い
。

『
医
心
方
』
が
日
本
の
至
宝
的
医
書
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
祖
型
と
見
ら

れ
る
近
年
中
国
の
馬
王
堆
発
掘
医
書
に
遡
る
こ
と
を
産
婦
人
科
医
の
視
点
か

ら
論
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
類
の
共
通
の
貴
重
な
文
化

的
遺
産
で
あ
る
と
言
う
著
者
の
主
張
に
は
異
論
が
な
い
。
広
い
視
野
で
の
研

究
成
果
で
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日
医
心
方
撰
述
一
千
年
を
記
念
し
て
京
都
市
の
御

寺
泉
涌
寺
山
内
、
今
熊
野
観
音
寺
境
内
（
医
聖
堂
傍
）
に
「
医
心
方
一
千
年

記
念
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
う
諸
記
念
事
業
に
陰
の
人
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
著
者
が
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
一
つ
一
つ
積
象
上
げ
て
来
ら

れ
た
『
医
心
方
』
の
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

で
『
医
心
方
』
の
書
誌
学
的
研
究
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
医
学
史
の
基

礎
的
研
究
と
し
て
も
水
準
を
越
え
た
労
作
で
あ
る
。

（
蒲
原
宏
）
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